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事務事
業の改
善内容

事務事業 改善内容

H25以降新
規に実施す
る事務事業

事務事業 事業概要

① 計画書の作成
策定委員会や部会で調査・研究した内容をふまえ計画書を作成し、パブリックコメント等を行っ
たうえ公表していく。

③

④

-

現行どおり実施していく。
アンケート内容や懇談会の状況を再度
報告会として実施していく。地域における福祉課題を小学

校区毎の地区別で聞くことで

86
維持

250
維持

人 1回50人を想定

- - A
地域の課題を認識し
てもらう

小学校（6
校）区毎に
開催

懇談会の参加者
数

-

2,100
維持

③ 地域福祉懇談会
市内の住民
に（小学校
区毎）

② アンケート調査
市内の住民
に

-

郵送代
印刷代

A
現行どおり実施していく。

福祉に関するアンケート調査を
行うことで

7,213 9,245 7,311
維持

アンケートを通じて回
答をもらうことと、アン
ケートで福祉施策をＰ
Ｒする

20,000人の
郵送

アンケートの回
答数

-

人 発送数×1/4

5,000

●

H24実績
7月～ 10月～

現行どおり実施していく。
勉強内容を講演会などから、グループ
ワークや行政からの報告会として実施し
ていく。

地域福祉に関する先進地の事
例報告や大学の先生による講
演会を開催することで

475
維持

500

勉強会の参加者
数

-

人 1回100人を想定

- -

地域福祉の担い手に
なってもらう

勉強会を5
回開催

事業費

評価手段
（いつ、どのような手段を使って）

意図
（対象をどのような状
態にしたいか）

①
地域福祉推進のため
の勉強会

市内の住
民、福祉事
業従事者ほ
か

成果指標の目標値
設定の根拠

H23予算 H23決算
H24決算の主な内訳

（単位：千円）
4月～

成果指標

維持

視察研修費
講師謝礼
お茶代

A

H23実績
単
位

1月～ H24目標値 H25予算

0 0 運営主体の見直し

事業の廃止の検討

事業を構成する
事務事業

目的

事務事業の
実施結果

成果 事業費（単位：千円） 評価

事業の意図
（対象をどのような状
態にしたいか）

地域住民の意見を反映させた計画を策定することで、地域の福祉を向上させる。
受益者負担額 0 0 0

評価の説明H24予算 H24決算 成果
対象

（だれ、何に
対して）

他事業と統合

国費・県費 7,145
一般財源 2,100 166 2,100 現行どおり実施

7,145 0 事業の改善

地方債 0 0 0

2,100

事業の目的・概要

（目的）
平成１２年６月の社会福祉事業法等の改正により、社会福祉法に新たに規定された事項であり、地域福祉計画の策定は、各
地方自治体が主体的に取り組む計画と位置付けられました。
（概要）
この計画は、地域住民の皆さんの意見を十分に反映させながら策定する計画であり、今後の地域福祉を総合的に推進する上
で大きな柱になるものであります。従来のような行政から支援を必要としている人への一方向のサービスの提供という形ではな
く、地域と行政などが連携したネットワークシステムを作ることが大切となります。地域内のネットワークづくりや住民同士の支援
活動を広げ、住民自治の実現を目指し、福祉施策の総合的な推進に資することができるようにします。

他市町の実施状況
（近隣市町や先進都
市の状況等を具体的

に記載）

この地域福祉計画の策定をしている全国の市区町村の割合は、平成24年3月31日現在において58.9％と
なっています。その内、町村部では41.4％でありますが、市区部では79.0％という策定状況です。

事業期間 事業開始年度 平成24年度 終了（予定）年度 平成25年度

総事業費

事業の対象
（だれ、何に対して）

市内の住民
0 0 9,245 7,311

総事業費
（単位：千円）

H23予算 H23決算 H24予算 H24決算

評価の見方

う
ち

長久手市行政評価票

事業の名称 担当部署
部 課

福祉部 福祉課

H25予算

事業番号 29 地域福祉計画策定事業

（5回） 

（6回） 


